
一個人の感想程度の解答ですので，参考程度に利用して
ください。
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= 7x¡ 6
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p
7 + 2)(2

p
7¡ 2)

= (2
p
7)2 ¡ 22

= 28¡ 4

= 24

(4) [絶対値…数字の部分]
(ア）～(エ)の絶対値は

(ア）3 (イ） 7
2
= 3:5 (ウ）2.9 (エ）0

したがって，答えは
(エ）! (ウ) ! (ア）! (イ）

(4) [A=B=C型の連立方程式。A=B,A=Cのように，
2つずつ組み合わせて解こう。]V 5x¡ 3y = 3x+ 7 ÝÝ1

5x¡ 3y = ¡5y+ 8 ÝÝ2

1より 2x¡ 3y = 7 ÝÝ3

2より 5x+ 2y = 8 ÝÝ4

[yを消去しよう。]
3£ 2 : 4x ¡ 6y = 14

+ ) 4£ 3 : 15x + 6y = 24

19x = 38

よって x = 2

x = 2を3に代入して

2£ 2¡ 3y = 7
4¡ 3y = 7
¡3y = 7¡ 4
¡3y = 3
y = ¡1

よって x = 2; y = ¡14

(6) [n 角形の内角の和は (n ¡ 2)£ 180Üです。]
(n ¡ 2)£ 180Ü = 5040Ü

両辺を 180Üで割って
n ¡ 2 = 28

n = 30

よって，この正多角形は正 30角形であるから，1つの
内角の大きさは

5040Ü ¥ 30 = 168Ü

(7) [解とわかったら方程式に代入しよう。]
x = ¡3を与えられた 2次方程式

x2 ¡ (a+ 2)x+ 2a+ 5 = 0ÝÝ1

に代入して
(¡3)2 ¡ (a+ 2)£ (¡3) + 2a+ 5 = 0

9 + (a+ 2)£ 3 + 2a+ 5 = 0

9 + 3a+ 6+ 2a+ 5 = 0

3a+ 2a = ¡9¡ 6¡ 5

5a = ¡20

a = ¡4

このとき1は
x2 ¡ (¡4 + 2)x+ 2£ (¡4) + 5 = 0

x2 + 2x¡ 8 + 5 = 0

x2 + 2x¡ 3 = 0

(x+ 3)(x¡ 1) = 0

x = ¡3; 1

したがって，もう 1つの解は x = 1

(7) [グラフを描いて考えよう。]

y = 9x2 (p · x · 1
9
)のグラフは次のようになる。

y = 9x2

x

y

O
¡
1
9

p

1
9

1

したがって,x = p #· ¡ 1
9
;のとき y = 1でなけれ

¡ 1¡



ばならない。
よって 1 = 9£ p2

p2 = 1
9

p = § 1
3

p · ¡ 1
9
より p = ¡ 1

3

(9) [累積度数とは，度数を順に足していったもの。ある
階級の度数を求めるときは，
(その階級の累積度数)¡ (1つ前の階級の累積度数)
を計算すればよい。]

読書時間 (分) 累積度数 (人) 度数
0 以上 10 未満 4 4

10 ～ 20 9 9¡ 4 = 5

20 ～ 30 16 16¡ 9 = 7

30 ～ 40 22 22¡ 16 = 6

40 ～ 50 27 27¡ 22 = 5

50 ～ 60 30 30¡ 27 = 3

計 30

上の度数分布表より読書時間の最頻値は度数が 7の階
級「20分以上 30分未満」の階級値だから，答えは

20 + 30
2

=
50
2
= 25分

2 1回目に出た目を x，2回目に出た目を yとする。す
べての場合の数は 6£ 6 = 36で，これらはすべて同様
に確からしい。

(1) aについての表は次の通り。

x

y
1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

2 4 6 8 10 12

3 6 9 12 15 18

4 8 12 16 20 24

5 10 15 20 25 30

6 12 18 24 30 36

1

2

3

4

5

6

16の約数は 1; 2; 4; 8; 16であるから

x

y
1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

2 4 6 8 10 12

3 6 9 12 15 18

4 8 12 & 20 24

5 10 15 20 25 30

6 12 18 24 30 36

1

2

3

4

5

6

9通り。従って，求める確率は 9
36
=
1
4

(2) 30の 10以上の約数は 10; 15; 30であるから，aの値

は 10; 15; 20; 30である。

x

y
1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

2 4 6 8 * 12

3 6 9 12 5 18

4 8 12 16 : 24

5 * 5 : 25 J

6 12 18 24 J 36

1

2

3

4

5

6

題意を満たす aの値は 8通りある。したがって，求め
る確率は

8
36
=
2
9

3 2つの関数 y = ax2; y = ¡ 15x のグラフは次の通り
である。

y = ax2

y = ¡ 15x

x

y

O

A

B

5

¡10

¡3

C

(1) 点 Aは関数 y = ¡ 15x ÝÝ1のグラフ上にあるか
ら，x = 5を1に代入することによって，点 Aの y
座標が求められる。

y = ¡ 15
5
= ¡3

したがって，点 A(5;¡3)は関数 y = ax2 のグラフ上
にあるから

¡3 = a£ 52

25a = ¡3

a = ¡ 3
25

(2) 点 B の x 座標は ¡10 である。点 B の y 座標は，
x = ¡10を y = ¡ 3

25
x2 に代入して

y = ¡ 3
25
£ (¡10)2

= ¡
3
25
£ 100

= ¡12

したがって，直線 ABの方程式を
y = px+ qÝÝ1

とおく。2点 A(5;¡3),B(¡10;¡12)を通るから

¡ 2¡



W ¡3 = 5p+ q ÝÝ2

¡12 = ¡10p+ q ÝÝ3

2¡3 より 9 = 15p

15p = 9

p = 9
15
=
3
5

p = 3
5
を2に代入して

¡3 = 5£
3
5
+ q

3 + q = ¡3

q = ¡6

よって，直線 ABの方程式は

y =
3
5
x¡ 6

(3) 2点 (0;¡3); (0;¡6)をそれぞれ D,Eとする。ま
た，直線ABと x軸との交点を Cとする。Cの x座標
は，直線 ABの方程式で y = 0として

0 =
3
5
x¡ 6

3
5
x¡ 6 = 0

3
5
x = 6

3
5
x£ 5

3
= 6£

5
3

x = 10

x

y

O

A
D

E
¡6

V

V2

5

¡3

C

10

全体が V1

線分 AD は y 軸と垂直であり，点 D は線分 OE の中
点である。よって，求める体積を V;4ECO を y 軸
を回転軸として 1 回転させてできる円錐の体積
を V1;4EAD を y 軸を回転軸として 1 回転させて
できる円錐の体積を V2 とする。
4AOD ´4AEDであるから，求める体積 Vは

V = V1 ¡V2 £ 2

ここで，4EAD Í 4ECOであり，相似比は 1 : 2で
あるから，体積比は V2 : V1 = 13 : 23 = 1 : 8

よって V2 =
1
8
V1

したがって

V = V1 ¡V2 £ 2

= V1 ¡
1
8
V1 £ 2

= V1 ¡
1
4
V1

=
3
4
V1

=
3
4
£ # 1
3
£ ¼£ 102 £ 6;

=
3
4
£
1
3
£ ¼£ 100£ 6

=
1
4
£ ¼£ 100£ 6 = 25£ ¼£ 6

= 150¼

x

y

O

E
¡6

10

C

V1

引く x

y

O

A

E
¡6

5

¡3

V2 £ 2

4 底面は正六角形であり，OGは底面と垂直であること
に注意しよう。

14
p
2

O

E

A B

C

D

F
G

(1) 4OGAは OG=AG，ÎOGA = 90Üの直角二等辺三
角形であるから，OG : OA = 1 : p2。
したがって

OG : 14
B

2 = 1 :
B

2
B

2OG = 1£ 14
B

2

OG = 14 cm

(2) [直接求めるのは無理そうなので引き算しよう。]
O

H

A B

I

G

14
p
2

3

4

O

H

A B

I

G

[三角錐 OABGには 3つの三角錐が含まれている。]
三角錐ABHIの体積をV，三角錐OABGの体積をV1，
三角錐OIBHの体積をV2，三角錐HABGの体積をV3
とすると

¡ 3¡



V = V1 ¡V2 ¡V3

[V2;V3 は直接求めるのではなく，V1 との比を考え
よう。]
V1;V2 の比を求めよう。 O

H

A B

I

G

三角錐 OABGの底面を4OAG
(斜線部分)，三角錐 OIBHの底
面を4OIH（網目部分）とする
と，この 2つの三角錐の高さが
等しいから，体積比は底面積の
比に等しい。
よって

V1 : V2 =4OAG :4OIH

[相似比から面積比を求めよう。]
4OAGÍ4OHI (2角相等)であり，相似比は
OA : OHで，(1)より

OH =
3
3 + 4

£ 14 = 6

であるから
OA : OH = 14

p
2 : 6 = 7

p
2 : 3

したがって，面積比は
4OAG :4OIH = (7

p
2)2 : 32 = 98 : 9

よって V1 : V2 = 98 : 9より

V2 =
9
98
V1

O

H

A B

G

3

4

次に，三角錐 OABGの体積 V1
と三角錐 HABGの体積 V3 の比
を求めよう。どちらも底面を
4ABGとすると，高さはそれぞ
れ，OG，HGである。したがっ
て，体積の比は高さの比である
から

V1 : V3 = OG : HG

= (3 + 4) : 4

= 7 : 4

よって V3 =
4
7
V1

正三角形 4ABCの一辺を aとする。底辺を BC，
高さを ADとすると，4ABCの面積 Sは

S = 1
2
£ BC£AD

=
1
2
£ a£

p
3
2
a

=

p
3
4
a2

A

B
C

D

2

1

p
3

a

1
2
a

p
3
2
a

A

B
C

D

以上から，求める体積 Vは
V = V1 ¡V2 ¡V3

= V1 ¡
9
98
V1 ¡

4
7
V1

= #1¡ 9
98
¡
4
7
;V1

=
98¡ 9¡ 56

98
V1

=
33
98
V1

ここで，正六角錐 OABCDEF の底面は正六角形であ
るから，4ABGは正三角形であることに注意する。
V1 =

1
3
£4ABG£OG

=
1
3
£ $ 1
2
£ 14£ 14£

p
3
2

<£ 14 (このまま)
以上から求める体積 Vは

V = 33
98
£
1
3
£ $ 1
2
£ 14£ 14£

p
3
2

<£ 14
=
11
7
£
1
1
£
1
1
£ 1£ 7£ 14£

p
3
2

=
11
1
£
1
1
£
1
1
£ 1£ 1£ 7£

p
3
1

= 77
p
3 cm3

Y 本番ではもうちょっとシンプルに計算して答えな
いと時間が足りません。

V = V1 ¡V2 ¡V3 =Ý =
33
98
V1

はスイスイ求めたいですね。

5 [込み入った図なので，まず辺の長さなどを書き込ん
でいこう。]

16
5

8

4

O
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A BC

D
F

G

(1) 4ABFと4FEOにおいて
半径は等しいから4AOFは OA=OFの二等辺三角形
である。
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よって ÎFAB = ÎOFEÝÝ1

直径を見込む円周角は 90Üであることと仮定から
ÎAFB = ÎFOE = 90Ü ÝÝ2

1,2より，2組の角がそれぞれ等しいから
4ABFÍ4FEO 終

(2) [(1)を利用して比で求めます。]

仮定より OE = 1
2
OD =

1
2
£ 8 = 4

8

4

？

O

E

F

4OEFで三平方の定理を用いると
EF =

C

OE2 +OF2

=

C

42 + 82 =
B

16 + 64

=
B

80 = 4
B

5

(1)より 4ABFÍ4FEO

16

？

A B

F

4
p
5

4

F E

O

よって BF : EO = AB : FE

BF : 4 = 16 : 4
B

5

4
B

5 BF = 4£ 16

BF =
4£ 16

4
p
5

=
16
p
5
5
cm

(3) [四角形 BFGEを 2つの三角形4BFE，4EFGに分
けて求めよう。]

16
5

8

4

O

E

A BC

D
F

G

4BFEの面積を S1 とする。S1 を求めよう。
4OFEで三平方の定理を用いると

EF =

C

OF2 +OE2 =

C

82 + 42

=
B

64 + 16 =
B

80

= 4
B

5

ÎBFE = 90Üであるから
S1 =

1
2
£ BF£ EF

=
1
2
£
16
p
5
5
£ 4
B

5

=
1
1
£
8
p
5
5
£ 4
B

5

=
8£ 5
5
£ 4

= 32

4EFGの面積を S2 とする。S2 を求めよう。

4

2

O

E

F

G
4OCEは 3辺の比が

3 : 4 : 5

の直角三角形であるから
CE = 3

よって
EG = CG¡ CE = 5¡ 3 = 2

EGを底辺，OEを高さと考えると，4EFGの面積 S2
は

S2 =
1
2
£ EG£ EO

=
1
2
£ 2£ 4

= 4

以上から，求める面積を Sとすると
S = S1 + S2

= 32 + 4 = 36 cm2

G [四角形 CBFG から 4CEB を引くのはどうでし
ょう。]

16
5

8
16
p
5
5

4

O

E

A BC

D
F

G
2

台形 OFGCの面積を S1，4OBFの面積を S2，4CBE
の面積を S3 とする。求める四角形 BFGCの面積を S
とすると，

S = S1 + S2 ¡ S3

台形 OFGCの面積 S1 を求めよう。

5 8

4

O

E

C

F

G
CGを上底，OFを下底，OEを
高さとして
S1 =

1
2
£ (CG+OF)£OE

=
1
2
£ (5 + 8)£ 4

=
1
1
£ 13£ 2

= 26

4OBFの面積 S2 を求めよう。Oから線分 BFに垂
線 OHを下ろす。点 Hは線分 BFの中点だから

¡ 5¡



8

16
p
5
58

O

H

B

F

BH=
16
p
5
5
£
1
2
=
8
p
5
5

三平方の定理より

OH =

C

OB2 ¡ BH2 =

H

82 ¡ $ 8p5
5

<2
=

F

82 ¡
82 £ 5
52

=

F

82 ¡
82

5

=

F

82 £ #1¡ 1
5
; =F82 £ # 5

5
¡
1
5
;

=

F

82 £
4
5
= 8£ 2£

F

1
5

=
16p
5

よって
S2 =4OBF =

1
2
£ BF£OH

=
1
2
£
16
p
5
5
£
16p
5

=
1
1
£
8
5
£
16
1

=
128
5

4CBEの面積 S3 を求めよう。点 Eから辺 CBに垂
線 EJを下ろし，底辺を CB，高さを EJとする。
4CEO Í 4CJEで相似比は CO : CE = 5 : 3である
から

EO : JE = 5 : 3

4 : EJ = 5 : 3

EJ =
12
5

8

3 4

5
O BC

E

J

よって
S3 =

1
2
£ CB£ EJ

=
1
2
£ (5 + 8)£

12
5

=
1
1
£ 13£

6
5

=
78
5

以上から，求める面積 Sは

S = S1 + S2 ¡ S3

= 26 +
128
5
¡
78
5

= 26 +
50
5

= 26 + 10

= 36 cm2

Y やはり直接求める方法がシンプルでした。しかし，
この図は至るところに 3 : 4 : 5が出てくるのでちょっ
と感動です。何かネタがあったのでしょうか？ ご存
じの方がいらっしゃったら教えてください。

6 [紙面の関係で，I図，II図，消点灯対応表は最終ペー
ジにあります。]

(1) [基本的には，周期 10秒で考えればよい。(1)は具体
的に 22秒後までを書いてみよう。1周目と 2周目で異
なる場合に注意しよう。]
Dが点灯した状態に切りかわるのは，

2秒後，5秒後，8秒後，12秒後，15秒後，
18秒後，22秒後

の 7回
Eが消灯した状態に切りかわるのは，

3秒後，7秒後，9秒後，11秒後，13秒後，
17秒後，19秒後，21秒後

の 8回

(2) [500秒なので 50周しよう。(3)の準備運動だと思っ
て周期を考慮して考えよう。]

Aが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 1回，2
周目以降は 2回であるから，

1 + 2£ 49 = 1 + 98 = 99回
Bが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 1回，2
周目以降も 1回であるから，

1£ 49 = 49回
Cが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 1回，2
周目以降も 1回であるから，

1£ 49 = 49回
Dが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降は 3回であるから，

2 + 3£ 49 = 2 + 147 = 149回
Eが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 3回，2
周目以降は 4回であるから，

3 + 4£ 49 = 3 + 196 = 199回
Fが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 0回，2
周目以降は 1回であるから，
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0 + 1£ 49 = 49回
Gが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降も 2回であるから，

2 + 2£ 49 = 2 + 98 = 100回

よって，答えは A,B,C,F

(3) [(2)の考え方を踏襲しよう。10n¡ 2秒後なので，10
周分から最後の 2秒を除外しよう。]
Aが点灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降も 2回でり，最後から 2秒は切り替えなしで
あるから，
2 + 2£ (n ¡ 1) = 2 + 2n ¡ 2 = 2n 回

Bが点灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降は 1回であり，最後から 2秒は切り替えなし
であるから，
2 + 1£ (n ¡ 1) = 2 + n ¡ 1 = n + 1回

Cが点灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降は 1回であり，最後の 2秒は切り替えなしで
あるから，
2 + 1£ (n ¡ 1) = 2 + n ¡ 1 = n + 1回

Dが点灯した状態に切りかわるのは，1周目は 3回，2
周目以降も 3回であり，最後の 2秒は切り替えなしで
あるから，
3£ n = 3n 回

E が消灯した状態に切りかわるのは，1 周目は 3 回，
2周目以降は 4回であり，最後の 2秒で 1回消灯する
から，
3 + 4£ (n ¡ 1)¡ 1 = 3+ 4n ¡ 4¡ 1 = 4n ¡ 2回

Fが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 0回，2
周目以降は 1回であり，最後の 2秒は切り替えなしで
あるから，
0 + 1£ (n ¡ 1) = n ¡ 1回

Gが消灯した状態に切りかわるのは，1周目は 2回，2
周目以降も 2回であり，最後の 2秒で 1回消灯してい
るから，

2+2£ (n¡ 1)¡ 1 = 2+2n¡ 2¡ 1 = 2n¡ 1回

以上から
f2n + (n + 1) + (n + 1) + 3ng

+f(4n ¡ 2) + (n ¡ 1) + (2n ¡ 1)g = 684

(2n + n + 1+ n + 1+ 3n)

+(4n ¡ 2 + n ¡ 1 + 2n ¡ 1) = 684

(7n + 2) + (7n ¡ 4) = 684

14n ¡ 2 = 684

14n = 684 + 2

14n = 686

n = 686
14
= 49

Y 細かく書いたが，試験会場ではA 2n,Ýくらいに
略して書こう。

Y 1 周目と 2 周目以降の挙動が異なるので注意が必
要。さらに，10n ¡ 2秒という設定なので，最後の 2
秒間の変化を精算しないといけないので，さらに難し
くなっている。試験場では捨て問でもいいのではな
いでしょうか。

(以上)

ブラウザの×ボタンで戻ってください。
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6

LED

D

E C

G
F B

A

ディスプレイ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1周目

　 １秒後 ２秒後 ３秒後 ４秒後 ５秒後 ６秒後 ７秒後 ８秒後 ９秒後 10 秒後

LED

A

B

C

D

E

F

G

2周目以降

　 11 秒後 12 秒後 13 秒後 14 秒後 15 秒後 16 秒後 17 秒後 18 秒後 19 秒後 20 秒後

LED

A

B

C

D

E

F

G

ブラウザの×ボタンで戻ってください。
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